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となる｡ ここで､反強磁性 (D>0)の最近接相互作用を仮定している｡表3に示した擬スピンと各
多重極との対応関係を用いて､(ll)を多重極間相互作用に書き換えれば次式を得る｡
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図13･誘起AFdipole:inSetに磁場との相対的な角度を示す.
図14･誘起AFoctupoleTq z･
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7 まとめ
一般に､J電子系化合物において結晶場状態に縮退がある場合､もしくは結晶場が小さい場合､四
重極以上の多重極モーメントが現象に関与する可能性が出てくる｡このような多重極相互作用は小さ
いと考えられがちであるが､RKKY相互作用が主要な相互作用である場合､全ての多重極間の相互
作用はテンソルの階数によらず同程度の大きさになる｡つまりJ電子系では高次の多重極が主要な
秩序変数になり得るのである｡一例としてCeB6を取り上げ､その相図が r多重極モーメントJとい
う視点でどの様に理解できるかを見てきた｡高次の多重極 octupoleが､この系における二つのミス
テリー､すなわち磁場中での転移温度の上昇と中性子回折･NMRの矛盾の謎を解く鍵であることが明
らかになった｡
J電子系の秩序相は､その複雑さゆえ､理論的にはっきり理解されている系はむしろ少数で､今だ
にその大多数が未知の領域にある｡ここに紹介した r多重極モーメントjは､複雑さの中に潜むJ電
子系特有の現象として､今後の研究の重要なポイントになり得る｡最後に､CeB6とともにこれまで
精力的に研究されてきたURu2Si2とCeClユ2Si2の特異な秩序相についてその問題点を簡単にまとめ
ておく｡URu2Si2は低温で超伝導を示すが､その前に17.5Eで比熱､帯磁率等に異常があり､弱い
反強磁性の存在が中性子回折から確認されている｡比熱の大きなとびに対して磁気モーメントの大き
さが極端に小さいことから､隠れた秩序変数の存在が示唆されているが､現段階でその詳細は解って
いない19)0 cecu2Si2はやはり超伝導体として有名だが､その相図は複雑で､低温弱磁場の超伝導相
を囲むようにA相､B相と素性のわからない相が強磁場領域まで広がっている｡そこでは､弱い反
強磁性すら見つかっていない20)｡これらの系の秩序変数を決定し､相図を理解することも今後の重要
な課題である｡
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